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Comparing Guidebook Routes and Tourist Behaviors Based on the 
Centrality Analysis of Tourist Destination 





Based on exploratory survey data in the Sanpachi Kamikita area, this paper compared recommended 
guidebook courses and tourist behaviors based on a questionnaire survey applying social network analysis. 
This study also considered town planning issues in tourism and the necessary policies in this area. 
It became clear that a remarkable difference exists between the routes in guidebooks and tourist 
behaviors. We raised the need to establish a multistorey parking lot in the central city area to drive tourism 
and promote guidance and dispersion for tourists through cooperation with publishers and travel agencies 
and to avoid traffic congestion and crowds of people. In addition, this study demonstrated the effectiveness 
of social network analysis using directed graphs to understand tourist behaviors. 






2018 年の訪日外国人旅行者数は 3,119 万人、
訪日外国人旅行消費額は 4 兆 5,189 億円でいず
れも過去最高を更新し、この 7 年間で前者は約 5
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県の人気が上昇した（朝日新聞 2018年 2月 1日）。
上述した広域周遊ルートとの関連では、「都市周
遊ミニルート」の選定について、「日本風景街道」








ているか」の把握である（朝日新聞 2018 年 3 月
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 観光行動の主要な分類基準は、第 1 に観光目的
による分類 22)、第 2 に移動パターンによる分類












































































関し、観光旅行の移動パターン（Lue et al., 1993）
や、宿泊施設を拠点とした旅行者の動きのパター
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基づくネットワーク分析（Borgatti et al., 2002; 
Scott, 2000; Wasserman & Faust, 1994）は、様々
な社会科学系統に適用されており、観光研究も例
外ではない（Benckendorff, 2009; Hu & Racherla, 
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した。調査日は、2017 年 11 月 3 日～6 日、11 月
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観光入込客統計の観光地点別観光入込客数の項









国」の 2 個所を、今回の調査対象から除外した。 
 一方、観光ガイドブックの選出に当たり、第 1
に回遊ルートの記載、第 2 に最新情報の網羅、第
3 に特定出版社の出版物でないこと、第 4 に歴史
や文化の解説が豊富な書籍を含めることを重視
し、2019 年 6 月から 9 月までに 7 箇所の書店で
精査した。「三八上北地域」をネットワークの境界
とし、全回遊ルート 34)を析出してデータ統合した。
分析対象とした雑誌と書籍は、以下 6 冊である。 
 『るるぶ青森：弘前 八戸 奥入瀬 2019』（JTB
パブリッシング 2018 年 12 月）、『まっぷる青森：
弘前・津軽・十和田 2019』（昭文社 2019 年 1 月）、
『おとな旅プレミアム 十和田湖・奥入瀬：盛岡・
遠野・角館 2019～2020 年版』（TAC 出版 2019 年
4 月）、『ことりっぷ 青森・函館：八戸・十和田・
下北』（昭文社 2019 年 1 月）、『ことりっぷ 十和
田・奥入瀬：弘前・青森・恐山』（昭文社 2014 年
4 月）、『マニマニ青森 弘前：八戸 奥入瀬』（JTB























外部（ノード i からノード j）に接続するネットワ
ーク内のノード j（1 から l）の数の合計となり（𝑟𝑖𝑛
と𝑟𝑜𝑢𝑡は、ノード i の内向き接続、外向き接続のい
ずれかを示す）、次の通り定義される。 

















ノード i の近接中心性は、ノード i から境界内の
他のすべてのノード（1 から l）までの測地線距離
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とができるかを測定し（𝑔𝑗𝑘はノード j と kの間の














分析結果を表 1 および図 1 にまとめた。ネット
ワーク密度、平均距離、コンパクト性で勝り、東





























表 1 青森県の観光ガイドブックにおける回遊ルートのネットワーク指標と順位 
 
注：順位は次数中心性および近接中心性に基づく。 
Indegree Outdegree Incloseness Outcloseness
1 JR八戸駅 5 5 0.364 0.457 158 0.282
2 種差海岸 3 5 0.320 0.381 68 0.449
3 八食センター 3 3 0.314 0.400 80 0.451
4 十和田市現代美術館 3 3 0.302 0.348 53 0.680
5 葦毛崎展望台 3 3 0.235 0.364 40 0.501
6 大須賀海岸 3 3 0.281 0.281 38 0.559
7 十和田湖 3 2 0.208 0.267 15 1.050
8 奥入瀬渓流 2 3 0.246 0.216 15 1.050
9 白浜海岸 2 2 0.267 0.232 - 0.889
10 蕪島 2 1 0.205 0.340 - 1.003
11 館鼻岸壁朝市 1 1 0.291 0.291 - 1.125
11 種差海岸IC 1 1 0.291 0.291 - 1.125
13 八戸ポータルミュージアム 1 1 0.225 0.271 27 0.500
14 根城 1 1 0.262 0.225 25 0.500
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図 2 青森県三八上北地域における旅行者の回遊行動のネットワークグラフ 
 
（注）1. 八戸市博物館 2. 八戸ポータルミュージアム 3. デーリー東北新聞社 新聞カフェ 4. 八食センター 5. 蕪島 6. 八戸市水産科学館マ
リエント 7. みろく横丁 8. スカイプラザミサワ 9. 青森県立三沢航空科学館 10. イオンモール下田 11. 種差海岸 12. 星野リゾート青森屋 
13. 紅葉の湯 14. 寺山修司記念館 15. 十和田湖 16. 横浜海岸 17. 三沢漁港 18. 六ヶ所村野鳥観察公園 19. ラピア 20. 太郎温泉 21. 
奥入瀬渓流 22. 館鼻岸壁朝市 23. 道の駅とわだ 24. アグリの里 25. 道の駅おがわら湖 26. 道の駅しちのへ 27. 熊ノ沢温泉 28. 七戸町
立鷹山宇一記念美術館 29. 焼山温泉 30. 八甲田山 31. 野鳥観察保護施設「白鳥の家」 32. 金子ファーム（NAMIKI） 33. 道の駅さんのへ 
34. 八戸温泉 35. 道の駅よこはま 36. 十和田市馬事公苑 37. 谷地温泉 38. 十和田市現代美術館 39. 奥入瀬渓流館 40. 石ヶ戸休憩所 
41. 蔦沼 42. 星野リゾート奥入瀬渓流ホテル 43. 蔦温泉 44. 道の駅奥入瀬 45. 小川原湖 46. 八戸公園 47. 道の駅ろくのへ 48. 名川チ
ェリーセンター 49. 道の駅なんごう（順不同）。 
Indegree Outdegree Incloseness Outcloseness
1 21 奥入瀬渓流 41 47 0.284 0.340 269.117 0.484
2 15 十和田湖 40 35 0.279 0.329 146.733 0.612
3 40 石ヶ戸休憩所 25 25 0.271 0.308 186.221 0.694
4 26 道の駅しちのへ 35 13 0.316 0.308 401.111 0.225
5 23 道の駅とわだ 19 23 0.302 0.322 260.441 0.330
6 44 道の駅奥入瀬 14 23 0.277 0.306 55.180 0.694
7 8  スカイプラザミサワ 7 22 0.268 0.327 332.344 0.176
8 4  八食センター 17 9 0.306 0.320 384.198 0.290
9 30 八甲田山 7 10 0.229 0.298 17.890 0.834
10 12 星野リゾート青森屋 6 5 0.276 0.294 109.567 0.627
11 38 十和田市現代美術館 5 5 0.267 0.298 40.340 0.497
12 10 イオンモール下田 7 2 0.262 0.286 50.333 0.655
13 32 金子ファーム（NAMIKI） 3 5 0.258 0.251 35.000 0.781
14 29 焼山温泉 2 6 0.238 0.298 3.663 0.685
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1) 観光関連産業が生む付加価値、観光 GDP は、2012 年の





2) ドイツ 3,050 米ドル、オーストラリア 3,015 米ドル、イ








































































































八戸工業大学紀要 第 39 巻 










































2) 朝日新聞（2018 年 2月 1 日）「（社説）訪日観光客 集中
和らげる工夫を」『朝日新聞』東京朝刊、p.14。 





5) Benckendorff, P. (2009) “Themes and Trends in 
Australian and New Zealand Tourism Research: A 
Social Network Analysis of Citations in Two Leading 
Journals (1994-2007),” Journal of Hospitality and 
Tourism Management, 16 (1), pp.1-15. 
6) Bigne, E., M. I. Sanchez and J. Sanchez (2001) 
“Tourism Image, Evaluation Variables and After 
Purchase Behavior: Inter-Relationship,” Tourism 
Management, 22, pp.607-616. 
7) Borgatti, S. P., M. G. Everett and L. C. Freeman 
(2002) Ucinet for Windows: Software for Social 
Network Analysis, Harvard: Analytic Technologies. 
8) Chen, C-F and D. Tsai (2005) “How Destination 
Image and Evaluative Factors Affect Behavioral 





11) Crompton, J. L. (1979 a) “An Assessment of the 
Image of Mexico as a Vacation Destination and the 
Influence of Geographical Location upon that Image,” 
Journal of Travel Research, 17 (4), pp.18-23. 
12) Crompton, J. L. (1979 b) “Motivations for Pleasure 




















20) Hu, C. and P. Racherla(2008)“Visual Representation 
of Knowledge Networks: A Social Network Analysis 
of Hospitality Research Domain,” International 















25) 観光庁編（2018）『観光白書 平成 30年版』日経印刷。 
26) 国土交通省編（2018）『国土交通白書 2018 大きく変
化する暮らしに寄り添う国土交通行政』日経印刷。 







30) 京都新聞（2018 年 9 月 19 日）「“DMO”切り札に 京
都市観光協会登録記念でシンポ」『京都新聞』朝刊、p.15。 
31) Lau, G. and B. McKercher (2007) “Understanding 
Tourist Movement Patterns in a Destination: A GIS 
Approach,” Tourism and Hospitality Research, 7 (1), 
pp.39-49. 
32) Leung, X. Y. et al. (2012) “A Social Network Analysis 
of Overseas Tourism Movement Patterns in Beijing: 
The Impact of the Olympic Games,” International 
Journal of Tourism Research, 14, pp.469-484. 
33) Lew, A. and B. McKercher (2006) “Modeling Tourist 
Movements: A Local Destination Analysis,” Annals 
of Tourism Research, 33 (2), pp.403-423. 
34) Liu, B., S. Huang and H. Fu (2006) “An Application 
of Network Analysis on Tourist Attractions: The 
Case of Xinjiang, China,” Tourism Management, 58, 
pp.132-141. 
35) Lue, C., J. L. Crompton and D. R. Fesenmaier (1993) 
“Conceptualization of Multi-destination Pleasure 





38) Mishan, E. J. (1967) The Costs of Economic Growth, 





41) Oppermann, M. (1995) “A Model of Travel 




43) Scott, J. (2000) Social Network Analysis: A 
Handbook, London: Sage publications. 
44) Scott, N., C. Cooper and R. Baggio (2008) 
“Destination Networks: Four Australian Cases,” 
八戸工業大学紀要 第 39 巻 
- 64 - 
Annals of Tourism Research, 35 (1), pp.169-188. 
45) Shih, H.-Y. (2006) “Network Characteristics of Drive 
Tourism Destinations: An Application of Network 









48) 田村善次郎編（2014）『宮本常一講演選集５ 旅と観光 
移動する民衆』農山漁村文化協会。 
49) Urry, J. (1990) Tourist Gaze: Leisure and Travel in 
Contemporary Societies, London: Sage.（加太宏邦訳
1995『観光のまなざし―現代社会におけるレジャーと
旅行―』法政大学出版局） 







53) 若林直樹（2017 年 12 月 14 日）「日本の国際観光競
争力（十字路）」『日本経済新聞』東京夕刊、p.5。 
54) Wang, N. (1999) “Rethinking Authenticity in 
Tourism Experience,” Annals of Tourism Research, 
26 (2), pp.349-370. 
55) Wasserman, S. and K. Faust (1994) Social Network 
Analysis, Methods, and Applications, Cambridge: 




57) Woodside, Arch G. and S. Lysonski (1989) “A 
General Model of Traveler Destination Choice,” 
Journal of Travel Research, 27, pp.8-14. 
58) 読売新聞（2015 年 5 月 26 日）「観光戦略 司令塔設
置」『読売新聞』東京朝刊、p.11。 
59) 読売新聞（2015年 6月 12日）「高齢者移住 受け皿整
備」『読売新聞』東京朝刊、p.2。 
60) 読売新聞（2019年 1月 4日）「ようこそ！Aomori（3）
多言語でルール周知」『読売新聞』東京朝刊青森、p.27。 
61) 読売新聞（2019年 1月 16日）「［語る］政治展望 2019 
観光大国へ文化財活用 デービッド・アトキンソン氏」
『読売新聞』東京朝刊、p.4。 
62) 読売新聞（2019年 8月 13日）「医療＋観光で地方へ
訪日客」『読売新聞』東京夕刊、p.1。 
63) Yoon, Y. and M. Uysal (2005) “An Examination of the 
Effects of Motivation and Satisfaction on 
Destination Loyalty: A Structural Model,” Tourism 
Management, 26, pp.45-56. 
 
 
要 旨 
本稿は、青森県三八上北地域における観光回遊に関する探索的調査で得られたデータに基づ
き、観光ガイドブックの推奨ルートと旅行者の実行動とを社会ネットワーク分析を応用して比
較検討し、当該地域の観光まちづくりの課題と求められる施策を考察することを目的とした。 
観光ガイドブックの回遊ルートと旅行者の回遊行動との間には、顕著な差異があることが明
らかとなった。とりわけ、自動車による観光に対応するための中心市街地のインフラ整備、出
版社や旅行会社との相互連携による旅行者の誘導と分散化を推進する必要性を提起した。また、
観光回遊行動を把握するうえで、有向グラフによる社会ネットワーク分析の有効性を示した。 
キーワード：観光回遊行動、社会ネットワーク分析、観光地の中心性分析、青森県 
